アメリカの諸大学におけるFD(大学教員研修)の動向 by ウィルキンソン, ジェイムズ
Titleアメリカの諸大学におけるFD(大学教員研修)の動向
Author(s)ウィルキンソン, ジェイムズ









ハーバー ド大学デレク･ボク ｢教授 ･学習｣センター長
ジェイムズ･ウィルキンソン教授 講演
1996年 8月24日 特別講演 芝蘭会館





























































































































は ｢構成主義｣と呼ばれています｡この教育観は学 生 の 努 力 が 成 功 の鍵であることを認識し､教師の役割は情報を伝
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おいて､将来重要性を増 してゆくものと信じています｡ ピアレビューとは何でしょう｡ 基本的に､それはお互いに助
け合うために必要な道具と訓練を教員に与えることを意味しています｡英語におけるピアとはあなたと同等の誰かと
いう意味です｡例えば､アメリカの憲法によれば､人は自分と同様の陪審員にによって､審理される権利を保証 して























ン･コースを開設 しています｡毎週 2時間､30人の教員が集まり､教育上の問題について議論 し､お互いに解決注を提
供したりしています｡そのなかの幾人かは非常に年配の教員ですが､それでも何かを学んでいきます｡これがピアレ
ビューの哲学の一例です.
しかし､ ピアレビューにもその本質的な問題が存在しています｡授業や教育を判定する際の基準とは何でしょうか｡
昇進や終身雇用権 (テニュア)の審議にもこれらの判定が利用されるのでしょうか｡もし評価の専門用語を使うなら
ば､我々は､個人の向上を助けることを意図したいわゆる ｢形成的評価｣を､個人の業績をランク付けることを意図
した ｢包括的評価｣に転換できるのでしょうか.ピアレビューは新しい概念で､完全に受容されるまでにはいくつも
の障害が存在 しています.例えば､--バード大学のような主要な研究大学では､いまだに研究は教育より重要であ
るという感覚があります｡
それでは最後に､私のお話 しした3つのテーマ､教育技能発達の段階､学生との協力関係､そしてピアレビュー､
これらすべてに共通するものは何でしょう｡ すべては究極的には学習に関する話だということです｡教師とはよりよ
く知っている人で､学生とは学ぶ人であるという､固定的な区別はあまりはやらなくなります｡かわって､大学教員
とは､ある専門分野ですでに研究のフロンティアに立っていますが､学生や同僚やデレック･ボクセンターのような
教育センターからも教育について学ぶことができる人､という､より柔軟な定義に道を譲っています｡教育だけの議
論から､教育と学習の相互作用の議論-と移ったこの焦点の移動こそ､今日のアメリカの大学教員研修の最も重要で
根本的な動向と言えるかも知れません｡アメリカのFDはこれまで我々が大学教員とともに行ってきた努力から学ん
だ成果の上に築かれており､将来においてその努力をさらに実り多いものにしようという希望をいだいています｡
学生はいかにして学び､大学教員はいかに教えるかについてのさらなる研究が我々の進歩を促進するでしょう｡今
日のこの講演もそのひとつでありますが､私はデレック･ボクセンターと高等教育教授システム開発センターの問の
情報の交換がさらに続くことを祈念しています｡両国の文化と大学制度の相違にもかかわらず､我々はお互いを学び
合うことができると信じています｡その相互性こそが我々双方にとっての明るい展望を開くことになるでしょう｡ あ
りがとうございました ｡
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